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ディアギュラウイルス（DAGV）はレオウイル

ス科オルビウイルス属のウイルスで、パリアム

血清群ウイルス（PALV）に分類される。PALV

にはチュウザン病の原因であるチュウザンウイ

ルス（CHUV）も存在し、血清学的に若干の中和

交差性を示すことが確認されている１）。本ウイ

ルスはヌカカによって媒介されるアルボウイル

スの一種であり、過去には平成 13年度及び平成

30 年度に本県を含む九州地方で本ウイルスの流

行及び関与を疑う牛異常産が複数確認されてい

る２、３、４、５、６）。今回、本県において４年ぶり

に本ウイルスの流行が確認されたことから、分

離株の分子疫学的及び血清学的分析を実施し、

併せてアルボウイルス侵入リスク要因分析を実

施したのでその概要を報告する。

１ 材料及び方法

１）アルボウイルス動態調査

調査対象は県内６地域 20 戸の未越夏牛 73 頭

で、６月から 11月にかけて採材された血清 292

検体、血漿及び洗浄血球 438 検体について、図

－１に示す方法で抗体検査、分離及び遺伝子検

査を実施した。

さらに、11 月調査時に分離された３地域の分

離株３株を用いて、PALVの血清型を規定する中

和抗原 VP２をコードするゲノム分節 2の塩基配

列決定及び分子系統樹解析を行い、分離ウイル

スの同定及び県内分離株の相同性確認、並びに

同時期に他県で分離された DAGV 株や過去の

DAGV 株との相同性比較を行った。さらに、11

月血清については分離株と既知の DAGV 株並び

に CHUV株との抗体価比較を行った（図－２）。

２）アルボウイルス侵入リスク要因分析

平成 30年度から令和４年度のサーベイランス

対象 37農場を対象に、ヌカカの生息地となりう

る「農場周辺（200m以内）における水辺（水田、

池、川、海など）の存在」「農場内における常

時湿潤な環境」及び「運動場」についてそれぞ

れの有無を聞取り、各項目におけるウイルス侵

入率及び３項目全てを満たす農場のウイルス侵

入率を算出した。

２ 成績

１）抗体検査

11月調査において、県内本土地域で DAGV の抗

体陽転が確認され、その陽転率は 12.3％であっ
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た。また、DAGV 抗体陽転牛においては CHUV の抗

体陽転も認められたが、その抗体価は DAGV のも

のと比較して低いものであった（表－１）。

２）遺伝子検査

血球及び血漿を用いた RT-PCR の結果、抗体陽

転を認めた３地域において、11 月採材の血球材

料５検体から PALV 特異遺伝子が検出され、うち

1 検体からは DAGV 特異遺伝子も検出された（表

－２）。

３）分離検査

11月採材の血球４検体において、HmLu-１細胞

接種２～３代目に細胞変性効果が認められ、培

養上清から DAGV 特異遺伝子が検出された（表－

３、４）。

４）遺伝子解析

分離株３株の塩基配列は完全に一致し、同じ

由来のものであることが確認された。さらに、

分離株と既知の DAGV 株との相同性をみた結果、

分離株の塩基配列は同時期に佐賀県及び福岡県

で分離された株と 100％一致し、平成 30 年長崎

分離株とは、塩基配列で 99.8％、アミノ酸配列

で 100％の相同性を示した。以上の結果から、分

離ウイルスは DAGV と同定された（表－５）。
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さらに分子系統樹解析の結果、分離ウイルス

は平成 30年国内分離株と同一クレードに属し、

令和元年から令和２年の国内分離株とは異なる

クレードに分類された（図－３）。

５）抗体価比較

分離株と既知の DAGV 株並びに CHUV 株との抗

体価比較の結果、分離株に対する抗体価は DAGV

KY115株及び平成30年長崎分離株と同等であり、

CHUV とは明らかな差があることが確認された

（表－６）。

６）アルボウイルス侵入リスク要因分析

環境要因別のウイルス侵入率は、農場周辺に

水場がある場合が 68%、農場内に常時浸潤環境が

ある場合が 60%、運動場がある場合が 55%であっ

た（図－４）。さらに、３項目全てを満たす農

場のウイルス侵入率は、71％（７農場中５農場）

であった。また、これらの農場ではいずれも複

数年度に渡り複数種のウイルス侵入が確認され

た（表－７）。

３ まとめ及び考察

遺伝子解析の結果、抗原性を規定する遺伝子

領域において、令和４年に本県を含む九州地方

で確認された DAGV 株の塩基配列は 100%一致し、

平成 30 年国内分離株と極めて近縁であった。こ

のことから、令和４年に九州地方に侵入した

DAGV はすべて同一由来株であり、平成 30 年流行

時と同じ常在地域から国内に侵入した可能性が

疑われた。また、抗体価比較において、各 DAGV

株の抗体価は同等であり、CHUV 抗体価とは明ら

かな差があったことから、平成 30年と令和４年

の流行株に血清学的性状の変化は認められない

ことが明らかとなった。

また、アルボウイルス侵入リスク要因調査に

おいて、農場周辺の水場に加え、農場内に常時

湿潤な環境や運動場といった条件が重なると侵

入リスクが極めて高くなる傾向が確認された。

DAGV などワクチンによる感染防御が期待でき

ないウイルスの被害低減のためには農場内への

ウイルス侵入防止対策が非常に重要となる。こ
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のことから、各農場で実施可能な対策として、

ヌカカが飛来する６月までに農場内の湿潤環境

を可能な限り無くし、糞便除去等をこまめに行

うことが重要と考える。今後、牛異常産注意喚

起の際には、ワクチン対策に加えスライドに示

すような飼養環境対策の重要性についても周知

を強化するとともに、迅速かつ正確な流行予察

に努め関連疾病の予防に寄与したい。

最後になりましたが、今回、分離株の同定・

解析を実施していただきました、農研機構 動

物衛生研究部門 越境性感染症研究領域の梁瀬

徹先生に深謝いたします。
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